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コメント；碑文 

前略……本堰の創始は、年々の干害に苦しめられた神門部落の天水田 20 餘町の

改良に発した。…… 中略 …… 

石油発動機による揚水施設の実現を見た。しかるに、小糸川の河床年毎に低下し

海水の逆流による塩害耕地は、君津・飯野・青堀・富津の 250 町歩の広さに及ん

だ。これが救済のため、昭和 13 年に可動式の潮止め堰が竣工して、其の効果を

発揮したが、昭和 20 年 8 月の大洪水に本堰は、基礎より破壊されたために完全

締切の方途なく、これが根本施策は関係農民の悲願であった堅固なる熱意は、時

あたかも終戦後の混乱期で、資材難、資金難の悪条件を克服し、小糸川沿岸普通

水利組合の英断により三島ダム建設工事の一環として、千葉県営事業に承認され

昭和 24 年 5 月起工翌昭和 25 年 12 月完成した。事業資金 1,350 万円・使用資材

鉄類 33 トン・セメント 242 トン・石類 2,040 トン・木材 3,420 石~後略 

『参考：神門雑記』碑文は次ページです。 
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